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量＝長径直接測定および長
径推定による補正
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は じ め に

左室容量は左室機能を現す重要なパラメーター
の１っである．左室容量は従来観血的な左室造影

法により算定されてきた．近年心エコー図（ＵＣＧ）
の発達により，非観血的に種々の計算式を用いて
左室容量が求められている．その中で最も一般的

な の は ， 左 室 容 量 Ｖ を Ｕ Ｃ Ｇ の 左 室 短 径 Ｄ の
３乗として求める計算式である．この式では左室

長 径 Ｌ を 短 径 Ｄ の ２ 倍 と 仮 定 して い る ． 左 室 の
拡張が認められないときには，この仮定がほぼ正
しいとみなせるが，左室拡張が著明になるとＬが
Ｄの２倍より小さくなるため，この式では左室容

量を過大評価することになり，何らかの補正が必
要となる．
今回我々は心尖部よりエコービームを入射し，

・ - ＝ ・

Ｕ Ｃ Ｇ に より直接左室長径を測定し，左室容量の

算定を試み，左室造影による左室容量と比較検討
した．さらに，長径を短径の一次式として表わし，
ＵＣＧの短径より長径を推定し，それによる左室

容量の補正を試みた．

対 象

対象は種々の心疾患３２例で，内訳は弁膜症２４

例（僧帽弁狭窄，僧帽弁閉鎖不全，僧帽弁狭窄兼
閉鎖不全，大動脈弁閉鎖不全，連合弁膜症），心
筋梗塞のない虚ｌｆ１性心疾患６例，うっ血型心筋症
２例で，左室造影上ｌｌ町ｎｅｒｇｙを示す例，右心負

荷のある例，心電図上脚ブロックを示す例は含ま
れていない．性別は男１７例，女１５例，年齢１７～
６５歳（平均３８歳）であった．
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方 法

第一斜位にてｃｉｎｅａｎｇｉ（りｇｒａＰｈｙによる左室造
影を行い，大動脈弁輪部より心尖部までの距離を
長 径 Ｌ と し ， 拡 張 末 期 長 径 Ｌ ｄ ， 収 縮 末 期 長 径
Ｌｓを測定した．ＡＩ・ｅａ-ｌｅｎｇｔｈ法２１）により，拡張

末期短径Ｄｄおよび収縮末期短径Ｄｓ，左室拡張
末期容量ＥＤＶ，左室収縮末期容量ＥＳＶ，１回
心拍出量ＳＶ（ＳＶ＝ＥＤＶ-ＥＳＶ），駆出率ＥＦ

（ＥＦ＝ＳＶ／ＥＤＶ）を求めた．また，左室造影上，
長 径 Ｌ と 短 径 Ｄ の 関 係 を 拡 張 末 期 ， 収 縮 末 期 に
つき求め，長径Ｌを短径の一次式として表わした．
ＵＣＧはＡｌｏｋａ製ＳＳＤ-９０型を用い，トラン

スデューサーは２．２５ＭＨｚ，焦点距離１０ｃｍ，ま
たは３．７５ＭＨｚ，焦点距離５ｃｍの凹面振動子を

＼

心 エ コ ー 図 に よ る 左 室 容 量

使用した．Ｆｉｇ．１に示すごとく，トランスデュー
サーを第３ないし第４肋間胸骨左縁にあて，僧帽

弁前尖先端付近で心室中隔，左室後壁心内膜面の
エコーが明瞭に得られるところで記録した１）．そ

のエコー図より，心室中隔左室内面から左室後壁

までの距離を左室短径Ｄとし，拡張末期短径Ｄｄ，
収縮末期短径Ｄｓを求めた．さらに，心尖拍動の
触 れ る 位 置 よ り １ 肋 間 下 か ら エ コ ー ビーム を 内 側
上方背方に入射し，まず僧帽弁をとらえ，ついで
トランスデューサーの角度をわずかに変えて，僧

帽 弁 輪 部 エ コ ー を 記 録 し た ． 左 室 心 尖 部 心 内 膜 面
エコーと，僧帽弁輪部エコーとの距離を左室長径

とみなし，拡張末期および収縮末期に左室長径Ｌ
を測定し，それぞれＬｄ，Ｌｓとした．ＵＣＧに
よる 左 室 容 量 は ， ⑤ Ｖ ＝ Ｄ ３ の 式 に よる も の ， ⑧

Ｆｉｇ．１．Ｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃｌｘｌｅａｓｕｒｅ１１１ｅｎｔｓｏｆｔｈｅｘｎｉｎｏｒａｎｄｎｌａｊｏｒａｘｉｓｄｉｘｎｅｎｓｉｏｎｓｏｆｔｈｅ
ｌｅｆｔｖｅｎｔｒｉｃｌｅ。

ＩＸ／ｌｉｎｏｒａｘｉｓｄｉｍｅｎｓｉｏｎｘｖａｓｒｎｅａｓｕｒｅｄｂｙｔｈｅｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎａｌｍｅｔｈｏｄ．ＩＸ／ｌａｊｏｒａｘｉｓｄｉｍｅｎｓｉｏｎｗａｓｄｅｔｅｒ-

ｍｉｎｅｄｗｉｔｈｔｈｅｔｒａｎｓｄｕｃｅｒｐｌａｃｅｄｎｅａｒｔｈｅａｐｅｘｂｅａｔｄｉｌｒｅｃｔｉｎｇｔｏｔｈｅｂａｓｅｏｆｔｈｅｈｅａｒｔ．Ｔｈｅｄｉｓｔａｎｃｅ
ｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅｅｎｄｏｃａｒｄｉａｌｅｃｈｏｏｆｔｈｅａｐｉｃａｌｗａｌｌａｎｄｔｈｅｍｉｔｒａｌｖａｌｖｅｒｉｎｇｅｃｈｏｘｖａｓａｓｓｕｎｌｅｄａｓｔｈｅ
ｍ司ｏｒａｘｌｓ。

Ｄｄ：ｅｎｄ-ｃｌｋｌｓｔｏｌｉｃｍｉｎｏｒａｘｉｓｄｉｍｅｎｓｉｏｎ，Ｄｓ：ｅｎｄ-ｓｙｓｔｏｌｉｃｍｉｎｏｒａｘｉｓｄｉｍｅｎｓｉｏｎ，Ｌｄ：ｅｎｄ-ｃｌｉｌｌｓｔｏｌｉｃ

ｍａｊｏｒａｘｉｓｄｉｍｅｎｓｉｏｎ，Ｌｓ：ｅｎｄ-ｓｙｓｔｏｌｉｃｍａＪｏｒａｘｉｓｄｉｍｅｎｓｉｏｎ，ＩＶＳ：ｉｎｔｅｒｖｅｎｔｒｉｃｕｌａｒｓｅｐｔｕｍ，ＰＸＶ：

ｐｏｓｔｅｒｉｏｒｗａ１１，ＡＸＶ：ａｎｔｅｒｉｏｒｗａ１１，Ｎ／ＩＶＲ：ｍｉｔｒａｌｖａｌｖｅｒｉｎｇ・

- ４ ３ １ -
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Ｖ＝ＩＤ２Ｌ，ｗｈｅｒｅＬｗａｓｍｅａｓｕｒｃｄｄｉｒｅｃｔ】ｙｂｙｏｕｒｍｅｔｈｏｄ：ｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃｅｓｔｉｍａｔｅｂｙｏｕｒｍｅｔｈｏｄｖ＝ｌＤ２ＬＩ，ｗｈｅｒｅ

Ｌ゙ ｗａｓｉｎｄｉｒｅｃｔｌｙｄｅｔｅｒｍｉｎｅｄｆｒｏｍｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃＤ，ＶＤ：ｖａｌｖｕｌａｒｈｅａｒｔｄｉｓｅａｓｅ，ＣＣＸ４：ｃｏｎｇｅｓｔｉｖｅｃａｒｄｉｏｍｙｏｐａｔｈｙ，
ＣＨＤ：ｃｏｒｏｎａｒｙｈｅａｒｔｄｉｓｅａｓｅ．
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田 村 ， 夏 目 ， 町 井 ， ほ か

Ｕ Ｃ Ｇ に て左室長径を直接測定したものは長径を

使用しＶ＝π／６Ｄ２Ｌの式によるもの，⑥左室造
影 か ら 求 め た Ｄ と Ｌ の 関 係 よ り Ｕ Ｃ Ｇ の 短 径
から長径Ｌ’を推定し，Ｖ＝π／６Ｄ２Ｌ／の式による

ものの合計３通りの方法を用いて計算した．上記
３通りの方法により，ＥＤＶ，ＥＳＶ，ＳＶ（ＥＤＶ-
ＥＳＶ），ＥＦ（ＳＶ／ＥＤＶ）を計算した．

以上の方法により求めた左室内径と容量につき，
ＵＣＧと左室造影法を比較検討した．

成 績

ＵＣＧおよび左室造影による成績をＴａｂｌｅｌ
に示す．ＵＣＧにて左室長径を測定できたのは１４

例であった．
１．ＵＣＧによる左室短径Ｄｄ，Ｄｓと左室造影法によ

るものとの比較（Ｆｉｇ．２）
左室拡張末期短径Ｄｄはｒ＝０．９７１，回帰式

ｙ＝０．９８ｘ（ｙ：ＵＣＧによる値，ｘ：左室造影法に
よる値）の良い相関を示し（Ｆｉｇ．２-Ａ），左室収

縮末期短径Ｄｓはｒ＝０．８９５，回帰式ｙ＝０．８２ｘ十
〇．８の良い相関を示した（Ｆｉｇ．２-Ｂ）．両者とも

Ｄｄ
ＥＣＨＯ

５

ＡＮＧＩＯ

Ｃｍ

０．１％以下の危険率で有意であり，ＵＣＧの値の

ほうが左室造影に比して小さい傾向にあった．
２．長径Ｌｄ，ＬｓのＵＣＧと左室造影法の比較

（Ｆｉｇ．３）
拡張末期長径Ｌｄはｒ＝０．８１９，回帰式ｙ＝

０．８９ｘ＋１．０（Ｆｉｇ．３-Ａ），収縮末期長径Ｌｓはｒ＝
０．８６４，回帰式ｙ＝０．６７ｘ＋２．２（Ｆｉ１１．３-Ｂ）と良い

相関を示し，両者とも０．１％以下の危険率で有意
であった．Ｌｄ，ＬｓともＵＣＧのほうが左室造

影法に比して小さい傾向にあった．
３．左室造影における短径Ｄと長径Ｌの関係

（Ｆｉｇ．４）
拡 張 末 期 長 径 Ｌ ｄ と 拡 張 末 期 短 径 Ｄ ｄ と の 間
には，Ｌｄ＝０．９７Ｄｄ＋３．８（ｒ＝０．７１４）の関係があ

り ， 収 縮 末 期 長 径 Ｌ ｓ と 収 縮 末 期 短 径 Ｄ ｓ の 間
には，Ｌｓ＝１．１０Ｄｓ＋３．１（ｒ＝０．８０８）の関係があっ

た．
４．ＵＣＧによる左室容量と左室造影による容量との

比較（Ｆｉｇ．５～８）
Ｕ Ｃ Ｇ に よる 左 室 容 量 は ， っ ぎの ３ と お り の 方

法で算出した．⑤Ｖ＝Ｄ３，⑩ＵＣＧで直接長径

ＥＣＨＯ
Ｃｍ

５

Ｄｓ

ｙｓ０．８２ｘ＋０．８

∧

ＡＮＧＩＯ
Ｃｍ

Ａ Ｂ

Ｆｉｇ．２．Ｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃａｎｄａｎｇｉｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｌｅｆｌｖｅｎｔｒｉｃｕｌａｒｅｎｄ-

ｄｉａｓｔｏｌｉｃｌｎｉｎｏｒａｘｉｓｄｉｍｅｎｓｉｏｎ（Ｄｄ）ａｎｄｅｎｄ-ｓｙｓｔｏｎｃｌｎｉｎｏｒａｘｉｓｄｉｍｅｎｓｉｏｎ（Ｄｓ）．
Ｔｈｅｓｏｌｉｄｌｉｎｅｓｓｈｏｗｔｈｅｌｅａｓｔｓｑｕａｒｅｆｉｔｏｆｔｈｅｄａｔａｂｅｔｗｅｅｎｅｃｈｏｃａｒ（ｌｉｏｇｒａｐｈｉｃａｎｄａｎｇｉｏｃａｒｄｉｏ-

ｇｒａｐｈｉｃｄｅｔｅｒｍｉｎａｔｉｏｎ．

ｙ＝０．９８ｘ，ｒ＝０．９７１，ｐ＜０．００１ｆｏｒＤｄ．
ｙ＝０．８２ｘ十〇．８，ｒ＝０．８９５，ｐく０．００１ｆｏｒＤｓ．

- ４ ３ ４ -
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ｓｙｓｌｔｏｌｉｃｍａｊｌｏ万ｒ十ａｘｉｓｄｉｍｅｎｓｉｏｎ（Ｌｄ２万ｎｄＬｓ）．
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ｙ＝０．８９ｘ＋１．０（ｒ＝０．８１９，ｐく０．００１）ｆｏｒＬｄａｎｄｙ＝０．６７ｘ＋２．２（ｒ＝０．８６４，ｐ＜０．００１）ｆｏｒＬｓ．
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Ｆｉｇ，４．Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎｏｆｌａｎｌ１１１１１０ｃａｒｄｉｏｌｇｌｒａｐｌｈｉ（３万ｌｎｌａｊｌｏｒａｘｉｓｄｉｍ万ｅｎｓｉｏｎ（Ｌ）ａｎｄ二ｎｌｉｎｌｏｒａｘｉｓｄｉｎｌｅｎ-
ｓｉｏｎ（Ｄ）（ｏｕｒｍｅｔｈｏｄ）．

Ａ．ＣｏμｅｌａｔｉｏｎｏｆｅｎｄＪｉａｓｔｏｌｉｃｍａｊｏｒａｘｉｓｄｉｍｅｎｓｉｏｎ（Ｌｄ）ａｎｄｍｉｎｏｒａｘｉｓｄｉｍｅｎｓｉｏｎ（Ｄｄ）．Ｒｅ-

ｇｒｅｓｓｉｏｎｅｑｕａｔｉｏｎｉｓｇｉｖｅｎｂｙＬｄ＝０．９７Ｄｄ＋３．８（ｒ＝０．７１４，ｐ＜０．００１）．
Ｂ．Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎｏｆｅｎｄ-ｓｙｓｔｏｌｉｃｍａｊｏｒａｘｉｓｄｉｍｅｎｓｉｏｎ（Ｌｓ）ａｎｄｍｉｎｏｒａｘｉｓｄｉｍｅｎｓｉｏｎ（Ｄｓ）．Ｒｅｇｒｅｓ-

ｓｉｏｎｅｑｕａｔｉｏｎｉｓｇｉｖｅｎｂｙＬｓ＝１．１Ｄｓ＋３．１（ｒ＝０．８０８，ｐく０．００１）．
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ＥＣＨＯ
ｍｌ

ＥＤＶ（Ｄ３）

２００

Ａ

４００ｍｌ
ＡＮＧＩＯ

ＥＣＨＯ
ｍ１

ＥＤＶ（ｚ／６Ｄ２Ｌ）

２００

Ｂ

４００ｍｌ
ＡＮＧＩＯ

ＥＣＨＯ
ｍｌ

４００

ＥＤＶ（。ｕｒｒ７、ｅｔｈｏｄ）

ＡＮＧＩＯ

Ｃ

ｍｌ

Ｆｉｇ．５．Ｅｃｈｏｃａｒｄｉｏ１９‘ａｐｈｉｃａｎｄａｎｇｉｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎｏｆｅｎｄ-ｄｉａｓｔｏｌｉｃｖｏｌｕｎｌｅ

（ＥＤＶ）．
Ａ．ＥｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃＥＤｖｉｓｃａｌｃｕｌａｔｅｄｂｙｆｏｒｍｕｌａｖ＝Ｄ３．Ｒｅｇｒｅｓｓｉｏｎｅｑｕａｔｉｏｎｆｏｒｅｃｈｏ-

（Ｊａｒｄｉ（）ｇｒａｐｈｉｃｅｓｔｉｍａｔｅｉｓｇｉｖｅｎｂｙｙ＝１．３０ｘ-２６（ｒ＝０．９７６，ｐ＜０．００１）．

Ｂ．ＥｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃＥＤｖｉｓｃａｌｃｕｌａｔｅｄｂｙｆｏｒｍｕｌａｖ＝π／６Ｄ２ＬｗｈｅｒｅＬｉｓｍｅａｓｕｒｅｄｄｉｒｅｃｔｌｙ．
Ｒｅｇｒｅｓｓｉｏｎｅｑｕａｔｉｏｎｆｏｒｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃｅｓｔｉｍａｔｅｉｓｇｉｖｅｎｂｙｙ＝０．９８ｘ＋５（ｒ＝０．９７１，ｐく０．００１）．

Ｃ．ＥｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃＥＤｖｉｓｃａｌｃｕｌａｔｅｄｂｙｏｕｒｍｅｔｈｏｄ，Ｖ＝π／６Ｄ２ＬｔｗｈｅｒｅＬ弓ｓｇｉｖｅｎｂｙｆｏｒｍｕｌａ

Ｌｄ＝０．９７Ｄｄ＋３．８．Ｒｅｇｒｅｓｓｉｏｎｅｑｕａｔｉｏｎｆｏｒｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃｅｓｔｉｍａｔｅｉｓｇｉｖｅｎｂｙｙ＝０．９４ｘ＋４（ｒ＝
０．９８０，ｐ＜０．００１）

ＥＣＨＯ
ｍｌ

ＥＳＶ（Ｄ３）

Ｓ Ｏ ㎡
ＡＮＧＩＯ

｜○○

Ａ

ｙｓｌＯ４ｘ＋５

＼

ノ 謡 器

Ｅ

ＥＳＶ（π／６Ｄ２Ｌ）

｜○○

４

２００

ＡＮＧＩＯ

Ｓ

ｍｌ

ＥＳＶ（ｏｕｒｍｅｌｈ。ｄ）

ＡＮＧＩＯ

Ｃ

ｍｌ

Ｆｉｇ．６．Ｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃａｎｄｇｎｇｉｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎｏｆｅｎｄ-ｓｙｓｔｏｌｉｃｖｏｌｕｎｌｅ

（ＥＳＶ）．
Ａ．ＥｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃＥＳｖｉｓｃａｌｃｕｌａｔｅｄｂｙｆｏｒｍｕｌａｖ＝Ｄ３．Ｒｅｇｒｅｓｓｉｏｎｅｑｕａｔｉｏｎｆｏｒｅｃｈｏ。

（ごａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃｅｓｔｉｍａｔｅｉｓｇｉｖｅｎｂｙｙ＝１．０４ｘ＋５（ｒ＝０．８８９，ｐ＜０．００１）．

Ｂ．ＥｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃＥＳｖｉｓｃａｌｃｕｌａｔｅｄｂｙｆｏｒｍｕｌａｖ＝π／６Ｄ２ＬｗｈｅｒｅＬｉｓｍｅａｓｕｒｅｄｄｉｒｅｃｔｌｙ．
Ｒｅｇｒｅｓｓｉｏｎｅｑｕａｔｉｏｎｆｏｒｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃｅｓｔｉｍａｔｅｉｓｇｉｖｅｎｂｙｙ＝０．７３ｘ＋２２（ｒ＝０．９２５，ｐ＜０．００１）．

Ｃ．ＥｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃＥＳｖｉｓｃａｌｃｕｌａｔｅｄｂｙｏｕｒｎｌｅｔｈｏｄｖ＝π／６Ｄ２Ｌ́ｗｈｅｒｅＬｓｉｓｇｉｖｅｎｂｙ
ｆ（）ｒｍｕｌａＬｓ＝１．１Ｄｓ十３．１．Ｒｅｇｒｅｓｓｉｏｎｅｑｕａｔｉｏｎｆｏｒｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃｅｓｔｉｍａｔｅｉｓｇｉｖｅｎｂｙｙ＝０．８２ｘ

＋１５（ｒ＝０．８８４，ｐ＜０．００１）。
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ＣＣＨＯ

ｍｌ

ＳＶ（Ｄ３）

ａ
●

ｍｌ

ＳＶ（π／６Ｄ゙ Ｌ）

心 エ コ ー 図 に よ る 左 室 容 量

ＳＶ（。ｕｒｍｅ↑ｈｏｄ）

Ａ Ｎ Ｇ Ｉ Ｏ Ａ Ｎ Ｇ Ｉ ｏ ａ Ｎ Ｇ Ｉ Ｏ

Ａ Ｂ Ｃ

Ｆｉｇ．フ．Ｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃａｎｄａｎｇｉｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃｃ（）ｒｒｅｌａｔｉｏｎｏｆｌｅｎｖｅｎｔｒｉｃｕｌａｒｓｔｒｏｋｅ

ｖｏｌｕｍｅ（ＳＶ）．
Ａ．Ｅｃｈｏｃｌｌｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃｌｅｆｔｘ７ｅｎｔｒｉｃｕｌａｒｖｏｌｕｍｅｉｓｃｌｌｋｕｌａｔｅｄｂｙｆｏｒｍｕｌａｖ＝Ｄ３．Ｒｅ１１ｒｅｓｓｉｏｎ

ｅｑｕａｔｉｏｎｆｏｒｅｃｈｏｃａｒ（ｌ祐１１ｒａｐｈｉｃｅｓｔｉｍａｔｅｉｓｇｉｖｅｎｂｙｙ＝１，３８ｘ-２２（ｒ＝０．８８０，ｐ＜０．００１）．

Ｂ．Ｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃｌｅｆｔｖｅｎｔｒｉｃｕｌａｒｖｏｌｕｍｅｉｓｃａｌｃｕｌａｔｅｄｂｙｆｏｒｍｕｌａｖ＝π／６Ｄ２ＬｗｈｅｒｅＬｉｓ
ｎｌｅａｓｕｒｅｄｄｉｒｅｃｔｌｙ．Ｒｅｇｒｅｓｓｉｏｎｅｑｕａｔｉｏｎｆｏｒｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃｅｓｔｉｍａｔｅｉｓｇｉｖｅｎｂｙｙ＝１．３２ｘ-５６

（ｒ＝（）．９４５，ｐく０．００１）．
Ｃ．Ｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃｌｅｆｔｖｅｎｔｒｉｃｕｈｌｒｖｏｌｕｍｅｉｓｃｌｌｋｕｌａｔｅｄｂｙｖ＝π／６Ｄ２ＬへｗｈｅｒｅＬりｓｏｂｔａｉｎｅｄ

ｂｙｏｕｒｍｅｔｈｏｄ（Ｌｄ＝０．９７Ｄｄ十３．８，Ｌｓ＝１．１Ｄｓ＋３．１）．ＲｅＦｅｓｓｉｏｎｅｑｕａｔｉｏｎｆｏｒｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃ

ｅｓｔｉｍａｔｅｉｓｇｉｖｅｎｂｙｙ＝０．９８ｘ-７（ｒ＝０．８８７，ｐ＜０．００１）．

Ｌを測定し，Ｖ＝π／６Ｄ２Ｌの式を用いたもの，○

上 記 ３ で 左 室 造 影 に て 求 め た 長 径 Ｌ と 短 径 Ｄ
の関係（Ｌｄ＝０．９７Ｄｄ十３．８，Ｌｓ＝１．１Ｄｓ＋３．１）を

用 い て ， Ｕ Ｃ Ｇ の 短 径 Ｄ よ り 長 径 Ｌ ’ を 求 め ，
Ｖ＝π／６Ｄ２Ｌ ’の式を用いたもの．これらの方法

によりＥＤＶ，ＥＳＶ，ＳＶ，ＥＦを算出した．
１）ＥＤＶ（Ｆｉｇ．５）
Ｕ Ｃ Ｇ の Ｖ ＝ Ｄ ３ の 式 に よる Ｅ Ｄ Ｖ と 左 室 造 影

によるものを比較すると，ｒ＝０．９７６，ｙ＝１．３０ｘ-
２ ６ の 良 い 相関を得た．ＵＣＧのほうが左室造影

法に比して大きい（Ｆｉｇ．５-Ａ）．ＵＣＧの直接長

径 測 定 に よ る Ｅ Ｄ Ｖ と 左 室 造 影 法 と を 比 較 す る
と，ｒ＝０．９７１，ｙ＝０．９８ｘ＋５の相関を得た．ＵＣＧ
のほうがわずかに小さい値をとった（Ｆｉｇ．５-Ｂ）・
ＵＣＧ上Ｖ＝π／６Ｄ２Ｌ ’ により求めたＥＤＶと

左室造影法とを比較すると，ｒ＝０．９８０，ｙ＝０．９４ｘ
＋４の相関を示し，ＵＣＧのほうがやや小さい傾

向にあった（Ｆｉｇ．５-Ｃ）．いずれの方法も０．１％
以下の危険率で有意であった．これらの方法の中
で は Ｕ Ｃ Ｇ の 直 接 長 径 測 定 に よる 方 法 が 左 室 造 影

法との一致は最も良かった．
２）ＥＳＶ（Ｆｉｇ．６）

Ｕ Ｃ Ｇ の Ｖ ＝ Ｄ ３ の 式 に よる Ｅ Ｓ Ｖ と 左 室 造 影

法との比較は，ｒ＝０．８８９，ｙ＝１．０４ｘ＋５の相関を
示 し ， Ｕ Ｃ Ｇ の ほ う が 左 室 造 影 法 に 比 して 大 き い

傾向にあった（Ｆｉｇ．６-Ａ）．ＵＣＧの長径直接測定
によるＥＳＶと左室造影法との比較は，ｒ＝０．９２５，

ｙ＝０．７３ｘ＋２２とＵＣＧの値のほうが小さい傾向
にあった（Ｆｉｇ．６-Ｂ）．ＵＣＧのＶ＝π／６Ｄ２Ｌ’の
式 に よ り 求 め た Ｅ Ｓ Ｖ と 左 室 造 影 法 と を 比 較 す
ると，ｒ＝０．８８４，ｙ＝０．８２ｘ＋１５と左室容量が大き
い と き に ， Ｕ Ｃ Ｇ の ほ う が 左 室 造 影 法 に 比 して 小

さくなる傾向にあった（Ｆｉｇ．６-Ｃ）．いずれも
０．１％以下の危険率で有意であった．
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ＥＣＨＯ
Ｓ

ＥＦ（Ｄ３）

Ａ
ＡＮＧＩＯ

％

ＥＣＨＯ
Ｓ

ＥＦ（π／６Ｄ２Ｌ）

ＡＮＧＩＯ

Ｂ

＋２１

％

ＥＣＨＯ
Ｓ

ＥＦ（ｏｕｒｍｅ↑ｈｏｄ）

５０

Ｃ

ＡＮＧＩＯ
ｌＯＯＳ

Ｆｉｇ．８．Ｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃａｎｄａｎｇｉｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃｃｏｒｒｅｌａｉｏｎｏｆｌｅｆｔｖｅｎｌｒｉｃｕｌａｒｅｊｅｃｔｉｏｎ
ｆｒａｃｔｉｏｎ（ＥＦ）．

Ａ．Ｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃｌｅｆｔｖｅｎｔｒｉｃｕｌａｒｖｏｌｕｍｅｉｓｃａｌｃｕｌａｔｅｄｂｙｖ＝Ｄ３．Ｒｅｌｇｒｅｓｓｉｏｎｅｑｕａｔｉｏｎｆｏｒ
ｅｃｈｏｃａｒ（ｌｉｏｇｒａｐｈｉｃｅｓｔｉｍａｔｅｉｓｇｉｖｅｎｂｙｙ＝０．６５ｘ＋２５（ｒ＝０．６３１，ｐく０．００１）．

Ｂ．Ｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃｌｅｆｔｖｅｎｔｒｉｃｕｌａｒｖｏｌｕｍｅｉｓｃａｌｃｕｌａｔｅｄｂｙｖ＝π／６Ｄ２Ｌ，ｗｈｅｒｅＬｉｓｍｅａｓｕｒｅｄ

ｄｉｒｅｃｔｌｙｉｎｆｒｏｍｔｈｅｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｍ．Ｒｅｇｒｅｓｓｉｏｎｅｑｕａｔｉｏｎｆｏｒｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃｅｓｔｉｍａｔｅｉｓｇｉｖｅｎｂｙ

ｙ＝０．６６ｘ＋２１（ｒ＝０．７４２，ｐ＜０．０１）．
Ｃ．Ｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃｌｅｆｔｖｅｎｔｒｉｃｕｌａｒｖｏｌｕｍｅｉｓｃａｌｃｕｌａｔｅｄｂｙｖ＝π／６Ｄ２Ｌ́ｗｈｅｒｅＬりｓｏｂｔａｉｎｅｄｂｙ

ｏｕｒｍｅｔｈｏｄ（Ｌｄ＝０．９７Ｄｄ＋３．８，Ｌｓ＝１．１Ｄｓ＋３．１）．Ｒｅｇｒｅｓｓｉｏｎｅｑｕａｔｉｏｎｆｏｒｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃｅｓｔｉｍａｔｅ
ｉｓｇｉｖｅｎｂｙｙ＝０．６３ｘ＋２２（ｒ＝０．６２８，ｐ＜０．００１）．

３）ＳＶ（Ｆｉｇ．７）
ＳＶはＵＣＧ，左室造影ともＳＶ＝ＥＤＶ-ＥＳＶ

の式で求めたが，ＵＣＧによる３とおりの方法と

左室造影法との比較は，それぞれｒ＝０．８８０，ｙ＝
１．３８ｘ-２２（Ｆｉｇ．７-Ａ），ｒ＝０．９４５，ｙ＝１．３２ｘ-５６

（Ｆｉｇ．７-Ｂ），ｒ＝０．８８７，ｙ＝０．９８ｘ-フ（Ｆｉｇ．７-Ｃ）
で，いずれも０．１％以下の危険率で有意であった．
４）ＥＦ（Ｆｉｇ．８）
ＵＣＧのＶ＝Ｄ３により求めたＥＦと左室造影

法とを比較すると，ｒ＝０．６３１，ｙ＝０．６５ｘ＋２５の相
関を示した（ｐ＜０．００１）（Ｆｉｇ．８-Ａ）．ＵＣＧの長
径測定から求めたＥＦは，ｒ＝０．７４２，ｙ＝０．６６ｘ＋２１
の相関を示した（ｐ＜（）．０１）（Ｆｉｇ．８-Ｂ）．ＵＣＧの

短 径 よ り 長 径 を 推 定 す る 式 を 用 い て ， 算 出 し た
ＥＦと左室造影法によるものとを比較すると，ｒ＝
０．６２８，ｙ＝０．６３ｘ＋２２（Ｐ＜０．０（）１）（Ｆ瘤８-Ｃ）で，左

室 造 影 法 と の 一 致 に 関 して こ れ ら ３ 方 法 の 間 に 差
は認められなかった．

考

左室容量を知ることは，

案

臨床上心機能を知る上
で重要である．左室容量はＦｅｉｇｅｎｂａｕｍ以来，
ＵＣＧにより種々の方法で算出されている．現在，

最も簡便で有用な方法とされているのは，Ｖ＝Ｄ３
の 式 で あ る が ， こ れ に は 以 下 の 仮 定 が 必 要 で あ
る２７）．

① 左 室 が 回 転 楕 円 体 と み な せる こ と ．
② 左 室 を 回 転 楕 円 体 と み な し た と き ， 相 交 わ
る３つのディメンジョンのうち，２つの短径が等
しいこと（ＤＩ＝Ｄ２）・

③ Ｕ Ｃ Ｇ に よ り 計 測 し た 短 径 が ， 真 の 左 室 短
径に等しいこと．
④ 左 室 収 縮 に 場 所 に よる 差 が な い こ と ，
⑤ 左 室 長 径 は 短 径 の ２ 倍 で あ る こ と ．
①の仮定にはまだ問題がないわけではないが，

左 室 造 影 に よる 左 室 容 量 と ， 剖 検 心 の 容 量 の 比 較
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などから確かめられている１°・２１’２４’．
②の仮定（ＤＩ＝Ｄ２）も左室造影から確かめられ

ている．すなわち，二方向左室造影を施行した場

合，正面像の短径ＤＩと側面像の短径Ｄ２はほぽ
等しく２２・２４），臨床的に左室造影法にて左室容量を
計測する場合，一方向造影のみで十分であるとさ
れている．

③の仮定に関して，従来より多くの文献があり，
左 室 造 影 り 短 径 と Ｕ Ｃ Ｇ の 短 径 と は 良 く 相 関 す
るといわれてｘ／ヽる３・５・８・１１゛１４）．また，我々の成績で

も，ＵＣＧの短径と左室造影法の短径とは良く相
関している．Ｆｅｉｌ；ｅｒｌｂａｕｍらは，ＵＣＧの左室内
径 Ｄ を 左 室 の 長 径 と 短 径 の 間 で と っ て い る ． す
なわち長径に垂直な線でなく，斜めの線をとって
いると述べており２・４），また，ＵＣＧで測定して
いる場所は，必ずしも左室造影上の短径を現す場

所でないとするものもいる２６）．

さらに，おのおのの研究者による拡張末期短径
Ｄ ｄ ， 収 縮 末 期 短 径 Ｄ ｓ の Ｕ Ｃ Ｇ と 左 室 造 影 法

との比較で，その回帰式がｙ＝ｘ（ｙ：ＵＣＧによ
るＤ，ｘ：左室造影法によるＤ）とはならず，Ｄｄ
はＵＣＧによる値のほうが，左室造影法による値
に比して小さい傾向にあり，ＤｓはむしろＵＣＧ
の値のほうが大きい傾向にある１１・１２）．これは左室

造影で左室容量を計算する場合に，乳頭筋等を内
腔に含めるということも一因であるといわれてい
る．真城らは，Ｄ＞５．０ｃｍでＵＣＧのほうが左

室 造 影 法 に 比 して 小 さ い と い う 成 績 を 得 て い る
が１３），我々の今回の成績でも，真城らとほぼ同様
の結果を得た．

以上より，ＵＣＧの内径と左室造影法の短径と
は全く同一のもの，あるいは同一の場所を測定し
ているとは必ずしもいえないかもしれないが，ほ
ぼ同一の値を示すので，③の仮定を正しいとして

良いと思われる．
④の仮定は心筋梗塞などによる左室ｌｌｉ；｝ｙｎｅｒｇｙ

がある場合，肥大型心筋症の場合などで，心筋の
収縮様式に場所による差がある場合には，一方向
のビームによる計測では左室容量に大きな差を生
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じることは当然である６・１７｀１９）．今回，我々は左室

造影上ｌｌｉ；ｙｎｅｒｇｙのあるもの，肥大型心筋症など
は 症 例 か ら 除 い た の で， - カ 所 の 左 室 壁 の 動 き が

全体の動きを反映しているとみなせる．
上 記 ① ～ ④ の 仮 定 に 基 づ い て ， Ｕ Ｃ Ｇ に よ り

Ｖ＝π／６Ｄ２Ｌの式で左室容量を算出できる．

さ て ， 従 来 の 方 法 で は こ の 長 径 Ｌ を 直 接 測 定
せず，⑤の仮定を用いてきた．Ｖ＝π／６Ｄ２Ｌ＝
π／６Ｄ２（２Ｄ）＝π／３Ｄ３≒Ｄ３とし，左室容量を算定

している．その式による左室容量と，左室造影法
による左室容量，駆出率ＥＦは良い相関を示して
い！）３・１ｏ・１２・１５）．ＥＤＶに関してはｒ＝０．８１～０．９７，
ＥＳＶはｒ＝０．８１～０．９７の相関を示している３・４・６` ９’１２）．
ＥＤＶはＵＣＧのほうが大きく３・１ｏ），ＥＳＶは
ＵＣＧのほうが小さい値をとる傾向にある３・８）．

我 々 の 結 果 で も ， Ｖ ＝ Ｄ ３ の 式 に よる Ｕ Ｃ Ｇ の
左 室 容 量 と 左 室 造 影 法 の そ れ と を 比 較 す る と ，
ＥＤＶ，ＥＳＶ，ＥＦとも両者の相関は良い．この

よ う に ， Ｖ ＝ Ｄ ３ の 式 に よる Ｕ Ｃ Ｇ 左 室 容 量 計 算
は良い方法であるが，⑤の仮定が正しいと考えら
れ る の は ， 左 室 拡 大 が 著 明 で な い 場 合 で あ る ． 左
室 が 拡 大 してくる と ， 左 室 は 球 形 に 近 づ く こ と は

周知のことであり，Ｌ＝２Ｄとはみなせなくなる．
Ｔ（，ｉ（こｈｈｏｌｚらによれば，Ｌ＝２Ｄとみなせるのは
Ｄ ＝ ４ ｃ ｍ の と き で あ り ， 左 室 が 拡 大 し て Ｄ ＝

８ ｃ ｍ と な っ た と き に は ， 左 室 長 径 短 径 比 Ｌ ／ Ｄ
は１．３となる１９）．今回，我々１１パまぼ同様の成績を

得 て い る ． す な わ ち Ｖ ＝ Ｄ ３ の 式 に よる 容 量 計 算
は，左室拡大が著明になると必然的に左室容量を

過 大 評 価 す る こ と に な り ， そ の 程 度 は 左 室 拡 大
の 程 度 が 大 き け れ ば さ ら に 大 き く な る ． 今 回 ，
Ｖ＝Ｄ３の式にて，我々の得た成績でＥＤＶに関

して Ｕ Ｃ Ｇ の ほ う が 左 室 造 影 法 の 値 に 比 して 大

きいのは，左室拡大例が多く含まれているためで
あり，ＥＳＶは比較的容量が小さいため，ＵＣＧ
と左室造影法の値との差が小さいと思われる．
そ こ で， Ｌ ＝ ２ Ｄ の 仮 定 を 必 要 と し な い 計 算 式

が考案されている，Ｆｏｒｔｕｉｎらは，ＥＤＶ＝５９Ｄｄ
-１５３，ＥＳＶ＝４７Ｄｓ-１２０と左室容量をＵＣＧ
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田 村 ， 夏 目 ， 町 井 ， ほ か

の 左室短径の一次式で現し，左室造影法による容

量と良い相関が得られるとした１１）．しかしこの方
法では，Ｆｉｇ．９に示すごとく，左室が拡大した場

合にＵＣＧは左室容量を過小評価する．［：］；ｉｂｓｏｎ
は ， 左 室 造 影 上 の 長 径 Ｌ と Ｕ Ｃ Ｇ の 短 径 Ｄ と
の関係を求め，Ｌｄ＝０．９８Ｄｄ十５．９，Ｌｓ＝１．１４Ｄｓ＋
４．１８の回帰式を得ている１２）．我々は，この式を用
い て Ｕ Ｃ Ｇ の 短 径 Ｄ よ り 長 径 Ｌ を 算 出 し 左

室容量を計算した．それによると，左室造影法と
の相関は良いが，Ｆｉｇ．９に示すごとく，左室容量

を過大評価する傾向にある．さらに，Ｔｅｉｃｈｈｏｌｚ

ＥＤＶ

ｍｌ

ら は 左 室 造 影 上 ， 左 室 長 短 径 比 Ｌ ／ Ｄ が 短 径 Ｄ
と逆比例の関係にあることを示し，１／（Ｌ／Ｄ）＝
０．０７５Ｄ十〇．１８の関係式を得，それからＵＣＧに

よ る 左 室 容 量 を 算 出 し て い る ． す な わ ち Ｖ ＝
［７／（Ｄ＋２．４）ＩＤ３の式を用いて，ＵＣＧによる左室

容量の補正を行い，左室造影法と良い相関を得て
いる１８・１９）．しかし，この方法によって今回我々が

得たＵＣＧの左室容量は，Ｆｉｇ．９に示すように
左室が拡大してくると過小評価される．
左 室 長 径 を Ｕ Ｃ Ｇ で 直 接 測 定 で き れ ば ， そ の

方法が左室容量算出に最善と思われるので，我々

Ｄ３
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（０．９７Ｄｄ＋３．８）；ｓｍａｌｌｃｌｏｓｅｄｃｉｒｃｌｅｓｗｉｔｈｄｏｔｔｅｄｌｉｎｅｒｅｐｒｅｓｅｎｔｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃｅｓｔｉｍａｔｅｂｙＴｅｉｃｈ-
ｈｏｌｚ’ｓｆｏｒｍｕｌａｖ＝［７／（Ｄ＋２．４）］Ｄ３；ｓｏｈｄ・；ｔｒａｉｇｈｔｌｉｎｅｒｅｐｒｅｓｅｎｔｓｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃｅｓｔｉｍａｔｅｂｙ
Ｆｏｒｔｕｉｎ’ｓｆｏｒｍｕｌａＥＤＶ＝５９Ｄｄ-１３０．
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ｍａｔｅ，ｗｈｉｌｅｆｏｒｍｕｌａｂｙＴｅｉｃｈｈｏｌｚａｎｄＦｏｒｔｕｉｎｕｎｄｅｒｅｓｔｉｍａｔｅｔｈｅＥＤｖｗｈｅｎＤｄｅｘｃｅｅｄｓ６．５ｃｍ．
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はＵＣＧで左室長径測定を試みた．Ｆｅｉｇｅｎｂａｕｍ
らは，心尖部よりビームを入射し，僧帽弁輪部を

とらえ，弁輪部の偏位と内径との積で心拍出量を
求めているが２ｏ），我々は心尖拍動部の１肋間下よ
りエコービームを入射し，僧帽弁輪部と心尖部ま
で の 距 離 を Ｕ Ｃ Ｇ の 長 径 と 考 え た ． こ の Ｕ Ｃ Ｇ
の長径と左室造影法によるものとを比較すると，
Ｌｄ，Ｌｓとも良い相関を示し，短径と同じくＵＣＧ
のほうが，左室造影法に比して小さい値をとる．
Ｕ Ｃ Ｇ に よる 長 径 は ， 左 室 造 影 上 の 長 径 と 同 一

の 場 所 を 測 定 し て い る の で は な い が ， 我 々 が
ＵＣＧで得た長径の値は真の長径に近似できるも

の と 考 え ら れ る ． Ｕ Ｃ Ｇ に よ り 求 め た 長 径 Ｌ を

用い，Ｖ＝π／６Ｄ２Ｌの式にて，ＵＣＧによる左室
容量を計算し，左室造影法によるものとを比較す
ると，ＥＤＶはｙ＝０．９８ｘ＋５（ｙ：ＵＣＧによる
ＥＤＶ，ｘ：左室造影法によるＥＤＶ）とＶ＝Ｄ３

の式によるものより左室造影法との一致が良く，
Ｅ Ｓ Ｖ に 関 して も Ｖ ＝ Ｄ ３ に よる Ｕ Ｃ Ｇ の 左 室 容

量よりも高い相関係数を示した．
Ｅ Ｆ は 長 軸 直 接 測 定 に よる 方 法 が と く に す ぐ れ

ているわけではなかったが，良い相関を示した．

すなわち，長径を直接測定して，左室容量を補正
す る 方 法 が 最 善 と い え る ． し か し ， こ の 長 径 を
ＵＣＧで測定することにも大きな問題がある．そ

れ は ， Ｕ Ｃ Ｇ で 長 径 が 必 ず し も 全 症 例 に お いて 測

定できるものではないということである．心拡大
が著明でない例，心尖拍動が触れにくい症例では，

僧帽弁輪部の良好な記録が得られない例が多く，
また心拡大が著明で心尖拍動が触れやすい症例に
おいても，心尖部心内膜面エコーと僧帽弁輪部エ
コーとが必ずしも同時に明瞭にとらえられるとは

限らない．
特 殊 な 例 を 除 いて 大 多 数 の 例 に 左 室 短 径 が 記 録

可能ということに比べ，長径測定可能という例は

多くない．さらに拡張末期長径Ｌｄは，左室造影
法 に よ る そ れ と 良 く 一 致 し た が ， 収 縮 末 期 長 径
ＬｓのＵＣＧと左室造影法との一致はあまり良く

なかった．我々は心尖部よりビームを入射するさ
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い に 心 尖 拍 動 部 よ り １ 肋 閣 下 で 行 っ た が， 拡 張 末

期には心尖部が心尖拍動部よりやや下方にあり，
このため拡張末期には心尖部をビームが通過し，

良 好 な 結 果 が 得 ら れ た ． し か し ， 収 縮 末 期 に は 心
尖部がその位置よりずれるためということも一因
と な って 良 好 な 結 果 が 得 ら れず， Ｕ Ｃ Ｇ に よ り 長
径を直接測定するさいの限界の１っといえる．

我々はＧｉｂｓｏｎにならい，左室造影上長径Ｌ
と 短 径 Ｄ の 関 係 を 求 め ， Ｌ を Ｄ の 一 次 式 で 現

すことを試みたところ，Ｌｄ＝０．９７Ｄｄ十３．８，Ｌｓ＝
１．１０Ｄｓ＋３．１の回帰式を得た．この回帰式を用い

て，ＵＣＧの短径より長径を推定し左室容量の補

正を試みた．この方法により計算したものと，左
室 造 影 法 に よ る も の と を 比 較 す る と ， Ｅ Ｄ Ｖ は
ｒ＝０．９８０，ＥＳＶはｒ＝０．８８４，ＥＦはｒ＝０．６２８と

良い相関を示した．また，Ｆｉｇ．９に示すように長
径 直 接 測 定 以 外 の 方 法 に よ る Ｕ Ｃ Ｇ の Ｅ Ｄ Ｖ に
比べ，左室造影法との一致も良い（Ｆｉｇ．９，０ｕ｛
ｍｅｔ｝１ｏｄ）．ＵＣＧで直接長径を測定しえた例に比

して，左室造影法との一致はやや劣るが，長径直

接測定法に比して，より多数の例において長径を
加味して容量を補正することができる利点がある．
すなわち，我々のこの方法は最善とはいえないが，
臨床的には応用度が高いと考えられる．
一方，静止断層法を用いて計測した左室容量は，

現 状 で は 左 室 造 影 法 と の 相 関 が 良 く な い と さ れて
いる．これは弁構造，心内膜面が左室造影や一方

向 Ｕ Ｃ Ｇ の ご と く 正 確 に 写 し 出 さ れ な い こ と ，
さらに心尖部の描出が十分でないことなどに起因
するといわれている２５）．しかし，今後の装置の発
達 に よ り ， 近 い 将 来 に は 左 室 形 態 が よ り 鮮 明 に 描
写され，より正確な容量計算が可能になると思わ
れる．
すでに，電子ｓｅｃｔｏｒｓｃａｎによるｒｅａｌｔｉｍｅ

ｃｒｏｓｓｓｅｃｔｉｏｎａｌｅｃｈｏｃａ❼ｉｏｇｒａｐｈｙの登場は，胸

骨左縁および心尖部両方からの断層像を記録する
ことにより，左室の３つのディメンジョン（ＤＩ，
Ｄ２，Ｌ）の測定を可能とし，理想に近い容量計算

が行える見通しが得られっつある．この方法は，
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ｌｌ・；ｙｎｅｒｇｙのあるものに関してより正確な容量，
Ｅ Ｆ の 計 算 が 可 能 で あ り ， 左 室 造 影 法 に 勝 る と も

劣らない方法となることが期待されている．
我 々 は ， 今 回 Ｕ Ｃ Ｇ に よ る 左 室 容 量 を ， 左 室

造 影 法 に よる 容 量 を 対 照 と して 比 較 し た が， 左 室
造 影 法 自 体 も 決 して 絶 対 的 に 正 確 で あ る と は い え
ないことに注意しなければならない．すなわち，
少なくとも４０～５０ｍ／の造影剤注入による直接
の 容 量 増 加 ， 造 影 剤 の 左 室 心 筋 伸 展 性 に お よ ぼ す

影 響 ， 期 外 収 縮 の 発 生 ， 倍 率 の 誤 差 ， 乳 頭 筋 に よ
る 影 響 な ど に よる 誤 差 で あ る ． し た が って ， 超 音

波 に よる 計 測 が よ り 精 密 に な れ ば な る ほ ど ， 左 室
造 影 法 に よる 値 よ り も 明 ら か に 異 な る 値 を とる こ
とが予想される．超音波計測による値を，１つの

標 準 と して 使 用 し う る 程 度 に ま で 高 め る こ と が，
我々のさしあたっての目標であろう．

結 語

１）ＵＣＧにより，左室容量，駆出率を算出し，

左室造影法とのそれと対比した．
２ ） Ｕ Ｃ Ｇ に よる Ｖ ＝ Ｄ ３ の 計 算 式 は ， 左 室 拡

大のあるとき，左室容量を過大評価する．
３ ） Ｕ Ｃ Ｇ で 直 接 長 径 計 測 を して 求 め た Ｕ Ｃ Ｇ

の左室容量（ＥＤＶ）は，左室造影法のそれとの一

致 が 最 も 良 い が， 長 径 計 測 が 技 術 的 に 困 難 な 例 が
少なくない．
４ ） Ｕ Ｃ Ｇ の 短 径 よ り 長 径 を 推 定 し て 求 め た

ＵＣＧの容量は，直接長径測定法にやや劣るが，

臨床的には有用な方法である．

ま と め

３２例のａ・；ｙｎｅｒｇｙのない患者（弁膜症２４例，虚
１１１１．性心疾患６例，うっ血型心筋症２例）に左室造

影 お よ び Ｕ Ｃ Ｇ を 施 行 し ， 両 者 に よ る 左 室 容 量
を 比 較 し た ． 左 室 造 影 上 ， 左 室 長 径 Ｌ お よ び 短

径 Ｄ を ， ま た Ｕ Ｃ Ｇ に て 左 室 短 径 Ｄ を そ れ ぞ
れ拡張末期・収縮末期において測定した．
１４例では心尖部よりエコービームを入射し，

Ｕ Ｃ Ｇ に よ り 長 径 Ｌ を 拡 張 末 期 ， 収 縮 末 期 に 計

測 し た ． 左 室 造 影 上 長 径 Ｌ を 短 径 Ｄ の 一 次 式 で
表わし（Ｌｄ＝０．９７Ｄｄ十３．８，Ｌｓ＝１．１Ｄｓ＋３．１），そ
の 式 を 用 い て Ｕ Ｃ Ｇ の 短 径 よ り 長 径 を 計 算 し た

（Ｌ ’）．ＵＣＧの容量はＶ＝Ｄ３，直接長径を測定
したものはＶ＝π／６Ｄ２Ｌ，さらにＵＣＧの短径
より求めた長径Ｌ ’を用いたＶ＝π／６Ｄ２Ｌ ’の３
とおりの方法で求めた，おのおの左室造影法によ
る容量（ｌｌｌ゛ｅａ-１ｅｎｇｔｈ法）と比較した．Ｄ，Ｌとも
ＵＣＧと左室造影法とは良く相関した．

拡張末期容量ＥＤＶ，収縮末期容量ＥＳＶは，
ＵＣＧの三方法とも左室造影法と良く相関したが，
Ｅ Ｄ Ｖ は Ｕ Ｃ Ｇ の 長 径 を 直 接 測 定 し た 方 法 が， 左

室造影法との一致は最も良かった（ｒ＝０．９７９，ｙ＝
０．９８ｘ-５）．駆出率は，三方法の間に差はなかった．

左 室 が 拡 張 す る と ， Ｕ Ｃ Ｇ に よる Ｖ ＝ Ｄ ３ の 式 で
は左室容量を過大評価することになり，補正が必

要となる．その場合，ＵＣＧにて長径を直接測定
する方法が最善といえるが，必ずしも全例で測定
で き る と は 限 らず， 次 善 の 方 法 で あ る が， Ｕ Ｃ Ｇ
の短径より長径を推定して左室容量を補正する必
要がある．将来はｃｒｏｓｓ・；ｃｉｃｔｉｏｎａｌｅｃｈｏ（ごａｄｉｏ-

ｇｌｒａｐｈｙが容量計測にも有用な武器となるであろ
う．
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１７）ＦｏｒｔｕｉｎＮＪ，ＨｏｏｄＷＰ，ＣｒａｉｇｅＥ：Ｅｖａｌｕａｔｉｏｎｏｆ
ｌｅｆｔｖｅｎｔｉｃｕｌａｒｆｕｎｃｔｉｏｎｂｙｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｙ．

Ｃｉｒｃｕｌａｔｉｏｎ４６：２６，１９７２
１８）ＴｅｉｃｈｈｏｌｚＬＥ，ＫｒｅｕｌｅｎＴ，Ｈｅｒｍａｎλ／ＩＶ，Ｇｏｒｌｉｎ

Ｒ：Ｐｒｏｂｌｅｍｓｉｎｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃｖｏｌｕｍｅｄｅｔｅｒ-
ｍｉｎａｔｉｏｎｓ：Ｅｃｈｏ-ａｎｇｉｏｇｒａｐｈｉｃｃｏｌ・ｒｅｌａｔｉｏｎｓ．Ｃｉｒ-

（ｌｕｌａｔｉｏｎ４５，４６（ＳｕｐｐｌｅＩＤ：ＩＩ-７５，１９７２（ａｂｓｔｒ）
１９）ＴｅｉｃｈｈｏｌｚＬＥ，ＫｒｅｕｌｅｎＴ，ＨｅｒｍａｎＩＸ／ＩＶ，Ｇｏｒｌｉｎ

Ｒ：Ｐｒｏｂｌｅｍｓｉｎｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃｖｏｌｕｍｅｄｅｔｅｒ-
ｍｉｎａｔｉｏｎｓ：Ｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｉｃ-ａｎｇｉｏｇＴａｐｈｉｃｃｏｒｒｅ-

１ａｔｉｏｎｓｉｎｔｈｅｐｒｅｓｅｎｃｅｏｒａｂｓｅｎｃｅｏｆａｓｙｎｅｒｇｙ・
ＡｍｅｒＪＣａｒｄｉｏ１３７：７，１９７６

２０）ＦｅｉｇｅｎｂａｕｍＨ，ＺａｋｙＡ，ＮｌｌｓｓｅｒｘＶＫ：Ｕｓｅｏｆ
Ｕｌｔｒａｓｏｕｎｄｔｏｍｅａｓｕｒｅｌｅｆｔｖｅｎｔｒｉｃｕｌａｒｓｔｒｏｋｅ

ｖｏｌｕｍｅ．Ｃｉｒｃｕｌａｔｉｏｎ３５：１０９２，１９６７
２１）ＤｏｄｇｅＨＴ，ＳａｎｄｌｅｒＨ，ＢａｌｌｅｗＤＷ，ＬｏｒｄＪＤ：

Ｔｈｅｕｓｅｏｆｂｉｐｌａｎｅａｎｇｉｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｙｆｏｒｍｅａｓｕｒｅ-
ｍｅｎｔｏｆｌｅｆｔｖｅｎｔｒｉｃｕｌａｒｖｏｌｕｍｅｉｎｍａｎ．Ａｍｅｒ

ＨｅａｒｔＪ６０：７６２，１９６０
２２）ＤｏｄｇｅＨＴ，ＳａｎｄｌｅｒＨ，ＢａｘｌｅｙＷＡ，ＨａｗｌｅｙＲＲ：

Ｕｓｅｆｕｌｎｅｓｓａｎｄｌｉｍｉｔａｔｉｏｎｏｆｒａｄｉｏｇｒａｐｈｉｃｍｅｔｈｏｄｓ

ｆｏｒｄｅｔｅｒｍｉｎｉｎｇｌｅｆｔｖｅｎｔｒｉｃｕｌａｒｖｏｌｕｍｅ．ＡｍｅｒＪ
Ｃａｒｄｉｏ１１８：１０，１９６６

２ ３ ） 楠 川 鐙 造 ， 篠 山 重 威 ： 心 造 影 法 か ら み た 左 心 室 容 積 ・

呼吸と循環２０：５１７，１９７２
２４）ＧｒｅｅｎｅＤＧ，ＣａｒｌｉｓｌｅＲ，ＧｒａｎｔＣ，ＢｕｎｎｅＨＩＬ：

Ｅｓｔｉｍａｔｉｏｎｏｆｌｅｆｔｖｅｎｔｒｉｃｕｌａｒｖｏｌｕｍｅｂｙｏｎｅ-

ｐｌａｎｅｃｉｎｅａｎｇｉｏｇｒａｐｈｙ．Ｃ卜ｃｕｌａｔｉｏｎ３５：６１，１９６７
２５）ＲｏｅｌａｎｄｔＪ，ｖａｎＤｏｒｐＷＧ，ＢｏｍＮ，ＬａｉｒｄＪＤ，

ＨｕｇｅｎｈｏｌｔｚＰＧ：Ｒ｛ｌｓｏｌｕｔｉｏｎｐｒｏｂｌｅｍｓｉｎｅｃｈｏ-

（ごｌｌｒｄｉｏｇｒａｐｈｙ：ａｓｏｕｒｃｅｏｆｉｎｔｃｉｌ’ｐｒｅｔａｔｉｏｎｅｒｒｏｒｓ．
ＡｍｅｒＪＣａｒｄｉｏ１３７：２５６，１９７６

２６）ＬｉｎｈａｒｔＪＷ，ＭｉｎｔｚＧＳ，Ｓｅｇａ１ＢＬ，ＫａｗａｉＮ，

ＫｏｔｌｅｒＭＮ：Ｌｅ１７ｔｖｅｎｔｒｉｃｕｌａｒｖｏｌｕｍｅｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ
ｂｙｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｙ：ｆａｃｔｏｒＲｃｔｉｏｎ？ＡｍｅｒＪ

Ｃａｒｄｉｏｌ３６：１１４，１９７５
２７）ＦｅｉｇｅｎｂａｕｍＨ：Ｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｙ．２ｎｄｅｄ，Ｌｅａ

＆Ｆｅｂｉｇｅｒ，Ｐｈｉｌａｄｅｌｐｈｉａ，１９７６，ｐ３０９
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